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動質問票を用いて調査し，移動能力の評価には，Timed Up & Go テスト（TUG）を2回実施し，最
速値を評価値として解析を行った．座位行動時間と TUG との関連性を検討するために，単回帰分析













































を Visual Analogue Scale（%）を用いた．また，







































VIF （Variance Inflation Factor）統計量を算出した．
統計学的有意水準は5% 未満とした．全ての統計処














MFS: Motor Fitness Scale
（　）内は全体に対する相対値（%）を示す
平均 ± SD 最小 最大
基本属性
　男性 / 女性 ( 人数 )
　年齢 ( 歳 ) 82.2 ± 4.0 75.0 90.0
　身長 ( cm ) 153.1 ± 7.5 140.0 171.0





　要介護 3 1 ( 1.8 )
　要介護 2 3 ( 5.3 )
　要介護 1 6 ( 10.5 )
　要支援 2 12 ( 21.1 )
　要支援 1 5 ( 8.7 )
　その他 ( 自立 ) 30 ( 52.6 )
歩行補助具
　使用 ( 杖,老人車など )
　未使用者
心理的評価項目
　EQ-5Dスコア 0.729 ± 0.223 -0.016 1.000
　主観的幸福感 ( % ) 73.7 ± 22.3 0 100
　主観的健康感 ( % ) 61.1 ± 19.7 11.1 100
運動器機能評価項目
　身体活動量 ( kcal/週 ) 1726.3 ± 1934.0 0 8885.5
　座位行動時間 ( 時間/日 ) 7.5 ± 4.4 1.5 20
　MFS スコア ( 点 ) 8.6 ± 3.6 1 14
　Timed Up & Go ( 秒 ) 8.3 ± 3.8 5.0 25.8
33 ( 57.9 )
17 / 40
22 ( 38.6 )
35 ( 61.4 )

































































MFS: Motor Fitness Scale
MFS: Motor Fitness Scale
VIF: Variance Inflation Factor
表３　 重回帰分析による Timed Up & Go と関連因
子との関係
ｒ ｐ
年齢 ( 歳 ) 0.291 0.028
身長 ( cm ) 0.103 0.444
体重 ( kg ) 0.330 0.012
EQ-5Dスコア -0.056 0.677
主観的健康感 ( % ) -0.140 0.300
主観的幸福感 ( % ) -0.264 0.047
身体活動量 ( kcal/週 ) -0.391 0.003
MFS スコア ( 点 ) -0.190 0.157
Timed Up & Go ( 秒 ) 0.389 0.003
従属変数 : Timed Up & Go β ｐ VIF
model 1
独立変数
座位行動時間 ( 時間/日 ) 0.324 0.007 1.11
年齢 ( 歳 ) -0.099 0.400 1.16
MFS スコア (点) -0.494 < 0.001 1.10
Adjusted R
2
 = 0.339，p < 0.001
model 2
独立変数
座位行動時間 ( 時間/日 ) 0.307 0.024 1.18
年齢 ( 歳 ) -0.058 0.665 1.19
歩行補助具使用の有無 0.282 0.042 1.24
Adjusted R
2
 = 0.172，p  = 0.0046
model 3
独立変数
座位行動時間 ( 時間/日 ) 0.367 0.013 1.27
年齢 ( 歳 ) 0.019 0.887 1.09
身体活動量(kcal/week) -0.042 0.762 1.18
Adjusted R
2
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